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調査箇所①拡大図道路管理図

地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/）をもとに東日本高速道路株式会社が加工

調査箇所①

②

調査箇所②拡大図

／位  置  図

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号― ―

横浜横須賀道路

切土のり面土質調査（その２）

位　置　図

東日本高速道路株式会社　関東支社

京浜管理事務所

東日本高速道路株式会社

―
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のり面番号①

至　港南台ＩＣ

至　釜利谷ＪＣＴ

円海山TN

●Ｂ-２Ｇ-１　

　調査ボーリング 砂・砂質土 φ６６ｍｍ 遠方直下 オールコアリング：７．０ｍ

　標準貫入試験 砂・砂質土：７回

　物理検層 ＰＳ検層      ：７．０ｍ　

　室内試験（土質試験）   ：各１シリーズ

　足場仮設 傾斜地足場Ａ  ：１箇所

　環境保全               ：１箇所

　調査孔閉塞　　　　     ：１箇所

立
入
防
止
柵
撤
去
・
再
設
置
　
２
ｍ

立入防止柵撤去・再設置　２ｍ

●Ｂ-２Ｇ-２　

　調査ボーリング 砂・砂質土 φ６６ｍｍ 遠方直下 オールコアリング：１７．０ｍ

　標準貫入試験 砂・砂質土：１７回

　地下水位観測

　（自記水位計設置）　　 ：１箇所

　（自記水位計観測）     ：１２箇所・月

　物理検層 ＰＳ検層      ：１７．０ｍ　

　室内試験（土質試験）   ：各１シリーズ

　足場仮設 傾斜地足場Ａ　　：１箇所

　調査孔閉塞　　　　     ：１箇所

現場内小運搬（モノレール運搬）２地点

　総運搬距離:５００ｍ超～１０００ｍ以下

　総設置距離:３００ｍ超～５００ｍ以下

搬入路伐採等　２地点　５６５ｍ（換算距離）

立入防止柵撤去・再設置　４ｍ

立入防止柵撤去・再設置　８ｍ

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号 ―

横浜横須賀道路

切土のり面土質調査（その２）

平面図（その１）

東日本高速道路株式会社　関東支社

京浜管理事務所

東日本高速道路株式会社

―

1:2500

平面図（その１） S=1:2500
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のり面番号③

1
9
.
5
6
KP
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9
.
7
2
KP

●Ｂ-４Ｇ-１　

　調査ボーリング 軟岩 φ６６ｍｍ 遠方直下 オールコアリング：８．０ｍ

　標準貫入試験（軟岩） ：１回

　物理検層 ＰＳ検層    ：８．０ｍ　

　室内試験（岩石試験） ：各１シリーズ

　足場仮設 傾斜地足場Ｂ：１箇所

　環境保全             ：１箇所

　調査孔閉塞　　　　   ：１箇所

●Ｂ-４Ｇ-２　

　調査ボーリング 軟岩 φ６６ｍｍ 遠方直下 オールコアリング:２９．０ｍ

　標準貫入試験（軟岩） ：１回

　物理検層 ＰＳ検層    ：２９．０ｍ　

　室内試験（岩石試験）　 ：各１シリーズ

　足場仮設 傾斜地足場Ｂ：１箇所

　調査孔閉塞　　　　   ：１箇所

現場内小運搬（モノレール運搬）２地点

　総運搬距離:３００ｍ超～５００ｍ以下

　総設置距離:１００ｍ超～２００ｍ以下

搬入路伐採等　２地点　３０２ｍ（換算距離）

交通規制工　路肩規制Ⅰ×１　３５回

交通保安要員　交通監視員Ａ　３５人・日　

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号 ―

横浜横須賀道路

切土のり面土質調査（その２）

平面図（その２）

東日本高速道路株式会社　関東支社

京浜管理事務所

東日本高速道路株式会社

―

1:2500

平面図（その２） S=1:2500
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図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号 ―

横浜横須賀道路

切土のり面土質調査（その２）

横断図

東日本高速道路株式会社　関東支社

京浜管理事務所

東日本高速道路株式会社

―

1:500

横断図

縮　　尺

S=1:500 4　　7



ＩＣ

資材置場：樹脂製敷板設置・撤去

円海山TN

樹脂製敷板　呼称（尺）4×8

2440mm(L)×1220mm(W)×13mm(h)

質量39(kg)

リース期間 約1.7カ月 24枚

1
2
20

2440

立入防止柵撤去・再設置　８ｍ

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号 ―

横浜横須賀道路

切土のり面土質調査（その２）

現場内小運搬図

東日本高速道路株式会社　関東支社

京浜管理事務所

東日本高速道路株式会社

―

1:1500,1:100

現場内小運搬図 S=1:1500
／

資材置場 S=1:100
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2,000

項  目

一 般 型

使用区分

非積雪地 3.1cm3以上

支 柱

1.2cm3以上 1.2cm3以上

断面係数(cm )3 断面積(cm )2

上胴縁 下胴縁 支 柱 胴 縁
備  考

＜断面性能＞

【 材 料 仕 様 】

＜材料規格＞

部材・部品 規    格

支柱・胴縁
JIS G 3101「一般構造用圧延鋼材」SS400
JIS G 3444「一般構造用炭素鋼鋼管」STK400

金  網

鉄  線

取付金具

ボルト・ナット

鋼 管 杭

JIS G 3543「合成樹脂被覆鉄線」ポリエチレン被覆亜鉛めっき鉄線(S)

JIS G 3101「一般構造用圧延鋼材」SS400
JIS G 3131「熱間圧延軟鋼板及び鋼帯」SPHC
JIS B 1180「六角ボルト」強度区分4.6
JIS B 1181「六角ナット」強度区分4
JIS G 3444「一般構造用炭素鋼鋼管」STK400

＜表面処理＞

部材・部品 表 面 処 理

ポリエステル系樹脂塗料 (塗装膜厚 20μm以上)
ポリエチレン被覆亜鉛めっき (最小被覆厚さ0.30mm以上，亜鉛付着量25g/㎡以上)
ポリエチレン被覆亜鉛めっき (最小被覆厚さ0.27mm以上，亜鉛付着量30g/㎡以上)
JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種 HDZ35 350g/㎡以上(片面)

支柱・胴縁

金  網

鉄  線

取付金具

ボルト・ナット

鋼 管 杭

JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種 HDZ35 350g/㎡以上(片面)
JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種 HDZ55 550g/㎡以上(片面)

JIS G 3552「ひし形金網」ポリエチレン被覆亜鉛めっき鉄線(S)製
ひし形金網  E-GS2

SWME-GS2

モ ル タ ル σck=18N/㎟

3.3cm2以上 2.2cm2以上

8,000（立入防止柵撤去・再設置：資材置場出入口）

立入防止柵撤去・再設置

①支柱：3箇所

②胴縁：2m×2（上下）×4箇所

③フェンス（金  網）：2m×1.4m×4箇所

④フェンス（鉄  線）：2m×2本×4箇所

⑤鋼 管 基 礎：3箇所

撤去・再設置⑤

13
20

2,000

立入防止柵撤去・再設置

①フェンス（亜鉛メッキ鉄線Φ3.2Φ3.6）2,000×1,400

一般型非積雪地用　11.28KP（下）

急傾斜型　11.50KP　11.54KP（上）

φ3.2

φ3.6

152

φ3.2

2,0002,000

2,000(立入防止柵撤去・再設置)

撤去・再設置①

※　　　　　破線部撤去・再設置

※　　　　　破線部撤去・再設置

S=１：３０

S=１：３０

立入防止柵撤去・再設置

撤去・再設置①

撤去・再設置①
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撤去・再設置①

撤去・再設置②

撤去・再設置③

撤去・再設置③

2,000

撤去・再設置①

撤去・再設置②

撤去再設置③

撤去・再設置③
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一般型非積雪地用　11.46KP（下） S=１：３０

撤去・再設置②

撤去・再設置③

撤去・再設置④

撤去・再設置④

撤去・再設置②

撤去・再設置②

撤去・再設置③

撤去・再設置④

撤去・再設置④

撤去・再設置②

撤去・再設置②

撤去・再設置③

撤去・再設置④

撤去・再設置④

撤去・再設置②

撤去・再設置②

撤去・再設置③

撤去・再設置④

撤去・再設置④

撤去・再設置②

撤去・再設置⑤撤去・再設置⑤

立入防止柵撤去・再設置

①胴縁：2m×2（上下）×2箇所

②フェンス（金  網）：2m×1.4m×2箇所

③フェンス（鉄  線）：2m×2本×2箇所

※　　　　　破線部撤去・再設置

撤去・再設置① 撤去・再設置①

撤去・再設置① 撤去・再設置①撤去・再設置①

25
050

0

50

25
0

σck=18N/㎟
モルタル

σck=18N/㎟
モルタル

項  目

急傾斜型

使用区分

3.1cm3以上

支 柱

断面係数(cm3) 断面積(cm2)

上胴縁 下胴縁 支 柱 胴 縁
備  考

＜断面性能＞

【 材 料 仕 様 】

＜材料規格＞

部材・部品 規    格

支  柱
JIS G 3101「一般構造用圧延鋼材」SS400
JIS G 3444「一般構造用炭素鋼鋼管」STK400

亜鉛メッキ鉄線

取付金具

ボルト・ナット

鋼 管 杭

JIS G 3547「亜鉛メッキ鉄線」7種 (SWMGS-7)

JIS G 3444「一般構造用炭素鋼鋼管」STK400

＜表面処理＞

部材・部品 表 面 処 理

JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種 HDZ35 350g/㎡以上(片面)
亜鉛メッキ鉄線

取付金具

ボルト・ナット

鋼 管 杭

JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種 HDZ35 350g/㎡以上(片面)
JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種 HDZ55 550g/㎡以上(片面)

JIS G 3101「一般構造用圧延鋼材」SS400
JIS G 3131「熱間圧延軟鋼板及び鋼帯」SPHC
JIS B 1180「六角ボルト」強度区分4.6
JIS B 1181「六角ナット」強度区分4

支  柱
t＜3.2mm
t≧3.2mm

JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種 HDZ40 400g/㎡以上

JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種 HDZ55 550g/㎡以上

JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種 HDZ40 400g/㎡以上

モ ル タ ル σck=18N/㎟

3.3cm2以上

／

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号 ―

横浜横須賀道路

切土のり面土質調査 （その２）

立入防止柵撤去・再設置

東日本高速道路株式会社　関東支社

京浜管理事務所

東日本高速道路株式会社

―

1:30
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中央分離帯

追越車線

走行車線

路　　肩

1
9
.
77
0
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2
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.
27
0
KP

調査箇所(範囲)

交通監視員Ａ

(別途検測)

Ａ

50m50m
テーパー部

矢印板６枚

（１０ｍ間隔）

・状況に応じ、テーパー終了部に

「赤色回転灯」を設置する。

ラバーコーン等（１０～２０ｍ間隔）

調査箇所　ラバーコーン１０ｍ間隔

１９０～２５０ｍ

この先

５００ｍ

1
9
.
51
0
KP

1
9
.
79
6
KP

500m先

中央分離帯

追越車線

走行車線

沼間第三高架橋

逗
子
Ｉ
Ｃ

Ａ
ラ
ン
プ

2
0
.
06
3
KP

路　　肩

500m先

路　　肩

項　目

予告標識

矢印板

ラバーコーン

単位 数　量 備　考

枚

枚

本

3

必要数

必要数

貸与品

数量内訳表

標識車

交通監視員

台

人

1

1

1 規制保守（規制費に含む）

１規制当り

受注者準備

貸与品

貸与品

交通監視員（交替） 人 1 規制保守（規制費に含む）

ラバーコーン（デリ付）

防護車両（資機材運搬車等）

本 必要数 貸与品

台 受注者準備

交通監視員Ａ 人 1 別途検測

：標識車

：矢印板

：ラバーコーン

：予告標識

：交通監視員

〇〇先

規制材凡例

：交通監視員Ａ（別検測）
A

：ラバーコーン（デリ付） ：防護車両
　（資機材運搬車等）

／規制図
横浜横須賀道路　路肩規制 Ⅰ×１
（昼間：本線　上り　左路肩）

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

横浜横須賀道路

切土のり面土質調査（その２）

東日本高速道路株式会社　関東支社

京浜管理事務所

東日本高速道路株式会社

―

―

規制図

―

7　　7


